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＜ 蝶見つけ 卵無いかと 目をこらす これも仕事と 理科の先生 ＞

（ヘラストロウ公園で蝶が舞うのを見つけると、すぐに卵がないかと葉の裏をのぞき込みました。

こんな経験は初めてです。優雅に舞う姿を見る余裕が無いほど追い詰められていたから。）

○ 花はゆれる （N.M.さん）

風にのって

おはなしをする

ゆれる花を見て、美しく夢のある

ようすを思い浮かべましたね。

「風にのって」という表現がとても

すばらしいと思います。

○ シナイアへ （K.I.君）

ドライブしたら

きれいだな

なの花さいて きもちいい

菜の花は、どちらかというと、夏の

始まりを思い出させるはなですね。

一面に咲いた菜の花の「黄色」は美し

いだけでなく、気持ちもいいね。○ 未来への （Y.S.君）

とびらを開く

わたしたち

Y君、その通りです。これから先は、

君たち若者の時代です。

でも「とびら」は「自動とびら」で

はないよね。皆さんが開けないと・。

○ ペレシュ城 （K.I.君）

ペレショール城

うつくしい

やっぱりお城は きれいだな

日本のお城もきれいですが、ヨーロッパ

のお城には日本のお城とはちがった美しさ

やよさがありますね。

昔のまま残っているんですね。

○ 勉強は （N.M.さん）

かしこくなって

いい人に

Nさん、むずかしいことばを知ってい

ますね。「かしこくなる」って、とても

大事なことだと思います。

「いい人になる」ということですね。

○ 今きたよ （N.M.さん）

あたたかい風が

私の前

とおっていった 気持ちいいなぁ

N さん、たくさん投稿してくれまし

た。ありがとう。

春風の何ともいえないやさしさが

伝わってきました。


